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Column  パネル展示報告

池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
：
二
○
一
三
年
一
○
月
一
八
日（
金
）～
一
○
月

二
三
日（
水
）

新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
：
二
○
一
三
年
一
○
月
二
五
日（
金
）～
一
○
月

二
九
日（
火
）

企
画
・
制
作
：
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー

写
真
：
三
浦
健
司

は
じ
め
に

立
教
創
立
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
一
九
一
○
（
明
治
四
三
）
年
の

他
界
後
、
一
世
紀
以
上
日
本
聖
公
会
京
都
教
区
（
当
時
は
京
都
地

方
部
）
資
料
室
に
保
存
さ
れ
て
き
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
資
料
が
、
こ

の
た
び
二
○
一
三
（
平
成
二
五
）
年
五
月
、
京
都
教
区
と
立
教
学

院
の
正
式
な
合
意
に
も
と
づ
き
、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に

移
管
さ
れ
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
五
○
歳
に
な
っ
た
直
後
の
一
八
七
九
（
明
治

一
二
）
年
七
月
三
一
日
に
作
成
さ
れ
た
彼
の
遺
言
書
に
よ
る
と
、

彼
の
蔵
書
類
な
ど
は
日
本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
図
書
館
に
譲
渡
す
る
と

言
及
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
移
管
資
料
の
な
か
の
蔵
書
群
が
そ
れ

で
あ
る
。
他
方
、
こ
の
遺
言
書
に
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
書
簡
、
説

教
、
説
教
の
メ
モ
は
み
な
焼
却
す
る
こ
と
、
と
も
指
示
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
彼
の
直
筆
ノ
ー
ト
類
な
ど
は
、
当
時
焼
却
処
分
を
惜

し
ん
だ
日
本
人
関
係
者
が
彼
に
内
密
で
残
し
た
一
部
の
み
が
現
存

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
蔵
書
群
と
と
も
に
今
回
移
管
さ
れ
た
こ
の

直
筆
資
料
は
、
本
学
院
開
学
者
の
貴
重
な
史
料
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
史
や
教
育
史
に
と
っ
て
も
第
一
級
史
料

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ノ
ー
ト
類
の
な
か
に
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
他
界
後
、
当
時
の
外

国
人
宣
教
師
に
よ
っ
て
彼
の
蔵
書
を
内
容
別
に
分
類
し
た
も
の
が

含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
た
タ
イ
プ
打
ち
の
蔵
書
リ
ス

ト
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
蔵
書
数
は
七
○
○
冊
以

上
に
お
よ
ぶ
。
た
だ
、
そ
の
な
か
に
は
紛
失
し
て
い
る
も
の
も
い

く
つ
か
あ
る
。
直
筆
資
料
に
関
し
て
は
京
都
教
区
の
依
頼
で
同
志

社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
（
第
一
研
究
）
が
一
九
七
三
（
昭
和

四
八
）
年
一
○
月
に
「
日
本
聖
公
会
京
都
教
区
所
蔵
文
書
」
と
し

て
作
成
し
た
目
録
が
あ
る
。
こ
の
リ
ス
ト
は
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
主

教
文
書
」
と
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
主
教
宛
書
簡
」
の
二
つ
に
分
け
ら

れ
て
お
り
、
前
者
が
約
一
三
○
点
、
後
者
が
五
○
○
点
ほ
ど
あ

る
。
こ
の
ほ
か
、
今
回
の
移
管
資
料
に
は
、
既
存
の
リ
ス
ト
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。

パ
ネ
ル
展
示
報
告

立
教
創
立
者
の
遺
品

　

―
京
都
教
区
寄
贈
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
資
料
―

大
江
　
満
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こ
の
た
び
の
展
示
で
は
、
そ
の
な
か
の
貴
重
な
資
料
の
一
部
を

紹
介
す
る
。

今
後
、
移
管
資
料
全
体
の
目
録
化
を
進
め
、
修
復
保
全
処
理
、

デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
経
て
、
永
久
保
存
と
す
る
。

略
歴

　

チ
ャ
ニ
ン
グ
・
ム
ー
ア
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ　

Channing 
M

oore W
illiam

s （
一
八
二
九
－
一
九
一
○
）

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
一
八
二
九
（
文
政
一
二
）
年
七
月
一
八
日
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
州
都
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
で
、

弁
護
士
の
父
ジ
ョ
ン
・
グ
リ
ー
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
と
母
メ
ア

リ
ー
・
ア
ン
の
第
五
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
一
八
五
○
年
の
秋
に

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン

ド
・
メ
リ
ー
大
学
に
入
学
、
二
年
後
の
夏
に
文
学
修
士
の
学
位

（
当
時
の
最
優
秀
学
位
）
を
得
て
卒
業
し
た
。
一
八
五
二
年
秋
に

米
国
聖
公
会
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
神
学
校
に
入
学
、
一
八
五
五
年
の

卒
業
後
、
米
国
聖
公
会
遣
清
宣
教
師
と
し
て
同
年
末
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
出
港
し
、
南
大
西
洋
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
由
の
航
路
で

半
年
後
の
一
八
五
六
年
六
月
二
八
日
に
上
海
租
界
に
上
陸
し
た
。

一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
に
来
日
す
る
ま
で
の
三
年
間
を
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
は
中
国
で
過
ご
す
。
上
海
到
着
一
年
後
に
は
中
国
語
を

習
得
し
、
同
僚
ジ
ョ
ン
・
リ
ギ
ン
ズ
と
と
も
に
上
海
郊
外
へ
往
復

半
月
を
要
す
る
開
拓
伝
道
旅
行
を
開
始
、
一
八
五
八
年
三
月
か
ら

の
一
年
あ
ま
り
は
江
蘇
省
常
熟
で
定
住
伝
道
を
敢
行
し
た
。

一
八
五
九
年
二
月
一
四
日
に
遣
日
宣
教
師
に
任
命
さ
れ
た
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
は
六
月
末
に
長
崎
に
来
航
。
同
年
五
月
二
日
に
療
養
目

的
で
渡
日
し
て
い
た
リ
ギ
ン
ズ
と
と
も
に
、
こ
の
二
人
は
最
初
の

来
日
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
と
な
っ
た
。
だ
が
、
リ
ギ
ン
ズ
は

健
康
悪
化
で
滞
日
一
○
ヶ
月
足
ら
ず
で
帰
米
、
一
八
六
○
（
万
延

一
）
年
夏
に
宣
教
医
と
し
て
後
続
し
た
Ｈ
・
Ｅ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
も

一
年
三
ヶ
月
後
の
一
八
六
一
（
文
久
一
）
年
一
一
月
末
に
健
康
を

害
し
て
離
日
、
そ
の
後
、
幕
末
禁
教
令
下
の
長
崎
で
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
は
独
り
日
本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
守
っ
た
。
一
八
六
六
（
慶
應
二
）

年
に
一
○
年
ぶ
り
に
一
時
帰
国
す
る
ま
で
、
こ
の
長
崎
在
住
時
代

の
七
年
間
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
日
本
の
言
語
、
宗
教
、
文
化
、
歴

史
、
習
俗
、
時
事
情
報
な
ど
の
習
得
に
努
め
、
彼
を
訪
問
し
た
長

州
藩
士
の
高
杉
晋
作
に
は
米
国
の
国
情
を
、
の
ち
に
近
代
通
信
・

運
輸
制
度
の
創
始
者
と
な
る
幕
吏
の
前
島
密
に
は
郵
便
制
度
を
教

え
、
の
ち
の
総
理
大
臣
の
大
隈
重
信
（
早
稲
田
大
学
創
立
者
）
も

長
崎
で
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
か
ら
教
え
を
受
け
た
こ
と
を
述
懐
し
て
い

る
。
一
八
六
六
年
に
帰
米
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
同
年
米
国
聖
公

会
第
二
代
中
国
・
日
本
伝
道
主
教
と
し
て
按
手
さ
れ
た
。
滞
米
中

に
合
衆
国
大
統
領
と
国
務
長
官
を
訪
問
し
て
日
本
の
禁
教
令
撤
廃

へ
の
外
交
圧
力
を
要
請
し
、
禁
教
令
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
る

一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
ま
で
精
力
的
に
こ
の
撤
廃
運
動
を
展
開

し
た
。



− 142 −

Column  パネル展示報告

一
八
六
八
（
明
治
一
）
年
に
主
教
と
し
て
東
洋
に
帰
任
し
た

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、
中
国
の
新
伝
道
地
開
拓
旅
行
を
敢
行
し
て
武

昌
を
新
伝
道
拠
点
と
さ
だ
め
る
一
方
、
在
日
宣
教
師
不
在
と
な
る

日
本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
生
命
線
と
し
て
自
ら
挺
身
す
る
た
め
、

一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
に
大
阪
に
移
住
、
最
初
の
大
阪
在
住
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
と
な
っ
た
。
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に

は
東
京
拠
点
の
開
設
を
本
国
か
ら
認
可
さ
れ
、
一
八
七
四
（
明
治

七
）
年
に
は
日
本
専
任
主
教
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
年
に
東
京
開

市
場
（
築
地
外
国
人
居
留
地
と
雑
居
地
）
内
で
立
教
学
校
を
開

設
。
一
八
八
七
（
明
治
二
○
）
年
の
日
本
聖
公
会
組
織
成
立
に
尽

力
し
た
二
年
後
、
日
本
伝
道
主
教
を
辞
任
し
た
。
一
八
九
五
（
明

治
二
八
）
年
以
降
は
六
○
歳
代
半
ば
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
宣
教

師
と
し
て
布
教
未
踏
地
の
京
都
府
北
部
な
ど
の
開
拓
伝
道
に
専

心
。
一
九
○
八
（
明
治
四
一
）
年
老
衰
の
た
め
帰
郷
し
、
二
年
後

の
一
九
一
○
（
明
治
四
三
）
年
一
二
月
二
日
に
故
郷
リ
ッ
チ
モ
ン

ド
で
永
眠
し
た
。
享
年
八
一
。

日
本
聖
公
会
有
志
者
に
よ
っ
て
故
郷
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
墓
地
と
京

都
市
の
若
王
子
墓
地
に
建
立
さ
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
追
慕
碑
に

は
、
彼
を
評
し
て
「
道
を
伝
え
て
己
を
伝
え
ず
」
と
刻
ま
れ
て
い

る
。

年
表

一
八
二
九（
文
政
一
二
）年　

七
月
一
八
日
、
チ
ャ
ニ
ン
グ
・
ム
ー

ア
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
合
衆
国
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
リ
ッ

チ
モ
ン
ド
に
生
ま
れ
る
。

一
八
五
九（
安
政
六
）年　
　

六
月
末
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
米
国
聖

公
会
遣
日
宣
教
師
と
し
て
長
崎
に
来
日（
三
○
歳
）。

一
八
六
六（
慶
應
二
）年

一
○
月
三
日
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、米
国

聖
公
会
第
二
代
中
国・日
本
伝
道
主
教
に
按
手
さ
れ
る
。

一
八
七
二（
明
治
五
）年　

二
月
二
一
日
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
大

阪
の
川
口
居
留
地
の
与
力
町（
雑
居
地
）に
男
子
校
を
開

設（
の
ち
の
大
阪
の
英
和
学
舎
）。

一
八
七
四（
明
治
七
）年　
　

二
月
三
日
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
東
京

開
市
場（
築
地
居
留
地
と
雑
居
地
）内
に
私
塾
を
開
設

（
の
ち
の
「
立
教
学
校
」）。
お
そ
く
と
も
一
二
月
に
は

私
塾
を
立
教
学
校
と
称
し
、
雑
居
地
の
入
船
町
五
丁
目

一
番
地
に
移
転
。

　
　
　
　

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
こ
の
年
に
初
代
日
本
伝
道
専
任
主
教

に
任
命
さ
れ
る（
四
五
歳
）。

一
八
七
六（
明
治
九
）年　
　

一
一
月
二
九
日
、
東
京
市
の
大
火
に

よ
り
校
舎
を
含
む
入
船
町
の
東
京
ミ
ッ
シ
ョ
ン
拠
点
が

全
焼
。
立
教
学
校
は
こ
の
後
二
年
間
休
眠
状
態
と
な
る
。

一
八
七
八（
明
治
一
一
）年

一
一
月
一
日
、
大
阪
か
ら
転
任
し
た

Ｊ
・
Ｈ
・
ク
イ
ン
ビ
ー
が
男
子
塾
を
再
開
。

一
八
七
九（
明
治
一
二
）年

京
橋
区
築
地
一
丁
目
二
三
番
に
塾
を

移
転
し
、
貫
元
助
名
義
で
六
月
二
七
日
付
「
立
教
学
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校
」
私
学
開
業
願
を
提
出
。

　
　
　
　

七
月
三
一
日
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
遺
言
書
を
作
成（
五

○
歳
）。

一
八
八
○（
明
治
一
三
）年　

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
第
五
回
築
地
外
国

人
居
留
地
の
区
画
競
貸（
せ
り
が
し
）で
私
財
を
投
じ
、

三
七
番
区
画
を
購
入（
の
ち
の
「
立
教
大
学
校
」
敷
地
）。

一
八
八
三（
明
治
一
六
）年　

一
月
二
三
日
付
「
立
教
学
校
」
閉
業

届
を
提
出
。
前
年
末
、
築
地
居
留
地
三
七
番
に
完
成
し

た
Ｊ
・
Ｍ
・
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
校
長
設
計
の
ゴ
シ
ッ
ク
風

三
階
建
の
新
築
煉
瓦
校
舎
を
「
立
教
大
学
校
」
と
称

し
、
一
月
か
ら
授
業
開
始
。

一
八
八
七（
明
治
二
○
）年　

大
阪
の
英
和
学
舎
閉
校
、
生
徒
一
四

人
が
立
教
大
学
校
に
転
入
。

　
　
　
　

こ
の
年
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
尽
力
に
よ
り
日
本
聖
公
会

組
織
成
立
。

一
八
八
九（
明
治
二
二
）年　

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
日
本
伝
道
主
教
辞

任（
六
○
歳
）。

一
八
九
○（
明
治
二
三
）年

反
動
的
な
時
代
風
潮
も
あ
り
、
立
教

大
学
校
は
生
徒
数
半
減
。
校
内
に
も
日
本
化
の
機
運
が

高
ま
る
。
立
教
大
学
校
は
左
乙
女
豊
秋
ほ
か
日
本
人
教

師
を
多
数
採
用
し
、
校
名
を
「
立
教
学
校
」
に
戻
す
。

一
八
九
三（
明
治
二
六
）年

ジ
ョ
ン
・
マ
キ
ム
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

の
後
任
と
し
て
、
米
国
聖
公
会
第
二
代
日
本
伝
道
主
教

に
着
任
。
こ
の
年
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
一
八
六
六
年
以

来
、
二
七
年
ぶ
り
に
帰
米
。
翌
年
日
本
に
戻
り
、
宣
教

師
と
し
て
京
都
府
開
拓
伝
道
に
従
事
。

一
九
○
三（
明
治
三
六
）年　

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
一
○
年
ぶ
り
に
帰

郷（
七
四
歳
）。
翌
年
日
本
に
帰
任
し
、
伝
道
再
開
。

一
九
○
八（
明
治
四
一
）年　

四
月
二
九
日
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
最
後

の
離
日
。
五
月
二
五
日
、
郷
里
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
に
到
着
。

一
九
一
○（
明
治
四
三
）年　

一
二
月
二
日
、
故
郷
リ
ッ
チ
モ
ン
ド

で
永
眠（
八
一
歳
）。

※　

挿
絵
（
エ
ッ
チ
ン
グ
）

　
　
Ｊ
・
Ｍ
・
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
「
築
地
外
国
人
居
留
地
」
鳥
瞰
図

　
　
（『
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
』
一
八
九
四
年

三
月
号
）。

展
示
パ
ネ
ル
一
覧

一　
　

日
本
語
学
習
帳　
　

漢
字
切
り
貼
り
帳
全
一
四
冊
。

左
か
ら
、
漢
字
楷
書
・
フ
リ
ガ
ナ
、
漢
字
・
ふ
り
が
な
、

用
法
・
例
文
・
語
義
の
順
で
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

来
日
し
た
幕
末
一
八
五
九（
安
政
六
）年
か
ら
一
八
六
六

（
慶
應
二
）年
ま
で
の
長
崎
在
住
時
代
の
お
そ
ら
く
初
期

に
作
成
。
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二　
　

和
英
辞
典
草
稿
帳

「1861.9.19　

長
崎　

日
本
」（
題
字
）二
冊
。

左
か
ら
、
カ
タ
カ
ナ
、
ロ
ー
マ
字
、
英
文
意
味
の
順
で

手
書
き
さ
れ
て
い
る
。

文
久
元
年（
長
崎
在
住
時
代
）の
作
成
。

三　
　

洗
礼
・
堅
信
礼
名
簿

日
本
人
受
洗
者
・
堅
信
者
名
簿
、
中
国
人
堅
信
者
名
簿

（
一
八
六
八
年
～
中
国
語
名
併
記
）、
米
国
聖
公
会
来
日

宣
教
師
名
簿（
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
一
八
五
九
年
六
月
に

来
日
し
た
こ
と
）な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

立
教
創
立
年
一
八
七
四（
明
治
七
）年
の
六
月
二
八
日
の

受
洗
者
欄
に
は
、
立
教
最
初
の
受
洗
者
で
あ
る
和
田
秀

豊
の
名
が
み
え
る
。
翌
一
八
七
五（
明
治
八
）年
六
月

二
七
日
に
は
樺
山
久
宣
、
岩
下
清
周
、
野
尻
克
己
の
三

人
が
受
洗
し
て
い
る
。

一
八
七
四
年
九
月
一
四
日
の
堅
信
者
欄
に
和
田
秀
豊
の

名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
堅
信
礼
の
場
所
は
「
№32
の

反
対
側
の
教
室
内
」
と
あ
る
。

樺
山
、
岩
下
、
野
尻
の
堅
信
礼
は
一
八
七
五
年
九
月

二
六
日
、
場
所
は
「
入
船
町
チ
ャ
ペ
ル
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

四　
　

雑
記
ノ
ー
ト

グ
リ
フ
ィ
ス
著
『
ミ
カ
ド
の
帝
国
』
の
抜
粋
、
タ
ウ
ン

ゼ
ン
ト
・
ハ
リ
ス
の
日
誌
の
抜
粋
、
日
本
伝
道
関
係
年

表
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
ノ
ー
ト
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
長
崎
来
日（
一
八
五
九
年
六
月
末
）直

前
の
上
海
出
港
日
が
、
一
八
五
九
年
六
月
二
三
日
で
あ

る
こ
と
が
、
こ
の
ノ
ー
ト
の
年
表
で
初
め
て
判
明
し
た
。

五　
　

雑
記
ノ
ー
ト

聖
句
、
幕
末
・
長
崎
時
代
の
日
記（
一
八
六
一
年
三
月

一
五
日
～
一
一
月
二
日
）、「
須
弥
山（
し
ゅ
み
せ
ん
）」

毛
筆
図
、
仏
教
研
究
、
本
居
宣
長（
神
道
研
究
）、
修
験

道
史
、
松
平
春
獄
の
見
解
な
ど
が
記
さ
れ
た
日
本
研
究

ノ
ー
ト
。

毛
筆
で
書
か
れ
た
日
本
語
聖
句
は
、
新
約
聖
書
「
マ
タ

イ
に
よ
る
福
音
書
」
七
章
一
二
節
の
部
分
。

左
か
ら
、
訓
点
聖
句（
漢
文
）、
そ
の
カ
タ
カ
ナ
文
、
ふ

り
が
な
付
き
漢
文
、
漢
字
・
ひ
ら
が
な
混
成
の
日
本
文

を
併
記
し
て
い
る
。

古
代
イ
ン
ド
・
仏
教
の
宇
宙
観
で
あ
る
「
須
弥
山
」
の

毛
筆
図
。

別
角
度
か
ら
の
「
須
弥
山
」
毛
筆
図
。
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六　
　

日
本
語
学
習
ノ
ー
ト

「
勉
強
家
の
友
」
“Benkyo ka no tom

o

”と
い
う
テ

キ
ス
ト
に
よ
る
日
本
語
学
習
帳
。
手
書
き
の
英
文
、

ロ
ー
マ
字
つ
づ
り
。

七　
　

雑
記
ノ
ー
ト

ヘ
ブ
ル
語
に
よ
る
詩
篇
勉
強
ノ
ー
ト
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

は
明
治
期
・
超
教
派
事
業
で
あ
る
旧
約
聖
書
翻
訳
の

「
詩
篇
」
後
半
部
分（
七
八
篇
～
一
二
○
篇
）の
訳
出
を

担
当
し
た
。
こ
の
ノ
ー
ト
は
彼
が
ヘ
ブ
ル
語
原
文
か
ら

研
究
し
た
形
跡
を
し
め
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
ヘ

ブ
ル
語
と
英
文
が
記
さ
れ
た
多
く
の
紙
片
や
ノ
ー
ト
の

一
部
が
残
さ
れ
て
い
る
。

八　
　
「
主
祷
文
問
答
」

表
紙
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
に
よ
るSt. Paulʼs School
の

自
筆
サ
イ
ン（
ペ
ン
書
き
）が
あ
る
。

題
字
と
内
容
は
和
紙
に
毛
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。

九　
　

立
教
大
学
校
時
代
の
出
席
簿

立
教
大
学
校
時
代
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
聖
書
と
英
会
話

の
出
席
簿（
一
八
八
四
～
一
八
八
七
年
）。

St. Paulʼs School

の
手
書
き
題
字
。

一
八
八
五（
明
治
一
八
）年
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
聖
書
の

授
業
出
席
簿
。

一
○　

会
計
簿

一
八
七
三
～
一
八
八
五
年
の
江
戸
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
会

計
簿
。

立
教
創
立
年
月（
一
八
七
四
年
二
月
）の
家
賃
が
記
さ
れ

て
い
る
。
二
月
三
日
に
発
足
さ
せ
た
私
塾
の
家
賃
は
、

二
月
一
○
日
付
の
欄
に
八
・
二
五
円（
八
・
○
九
ド
ル
）

と
あ
る
が
、
一
八
七
四
年
三
月
～
一
二
月
ま
で
は
一
ヶ

月
五
○
ド
ル
と
記
さ
れ
て
い
る
。

会
計
簿
外
観
。

一
一　

遺
言
書

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
五
○
歳
に
な
っ
た
直
後
の
一
八
七
九

（
明
治
一
二
）年
七
月
三
一
日
に
作
成
さ
れ
た
遺
言
書
。

封
筒
と
一
枚
目
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
在
米
資
産
は
、
独

身
で
早
逝
し
た
次
兄
ジ
ョ
ン
・
グ
リ
ー
ン
以
外
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
の
四
兄
弟
姉（
長
兄
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
弟
ロ

バ
ー
ト
、
次
姉
ア
リ
ス
、
長
姉
メ
ア
リ
ー
）の
こ
ど
も

た
ち
の
間
で
四
等
分
す
る
も
の
と
記
さ
れ
て
い
る
。

二
枚
目
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
在
日
不
動
産
と
全
資
金

は
、
教
会
、
男
子
校（
立
教
）、
神
学
校
の
建
築
、
伝
道
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師
や
神
学
生
の
教
育
の
た
め
に
日
本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
使

用
す
る
条
件
で
、
米
国
聖
公
会
内
外
伝
道
協
会
に
譲
与

す
る
こ
と
、
彼
の
蔵
書
群
は
日
本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
図
書

館
に
与
え
る
こ
と
な
ど
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

三
枚
目
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
伝
記
は
書
か
ず
、
書
簡
、

説
教
、
メ
モ
類
は
全
て
焼
却
す
る
こ
と
、
葬
式
は
講
話

な
し
で
非
常
に
簡
潔
な
も
の
と
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
。
遺
言
書
作
成
の
証
人
は
Ｓ
Ｐ
Ｇ
宣
教
師
Ｗ
・
Ｂ
・

ラ
イ
ト
と
米
国
聖
公
会
宣
教
師
Ｊ
・
Ｈ
・
ク
イ
ン
ビ
ー

の
二
人
。
遺
言
執
行
人
は
弟
ロ
バ
ー
ト
・
Ｆ
・
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
、
米
国
聖
公
会
宣
教
師
Ａ
・
Ｒ
・
モ
リ
ス
、
ク

イ
ン
ビ
ー
の
三
人
。
そ
の
後
一
八
八
四（
明
治
一
七
）年

一
○
月
一
三
日
に
遺
言
追
加
条
項
を
設
け
、
一
八
八
二

（
明
治
一
五
）年
に
逝
去
し
た
ク
イ
ン
ビ
ー
に
替
え
て

Ｊ
・
タ
ム
ソ
ン
・
コ
ー
ル
を
執
行
人
に
し
て
い
る
。

一
二　

立
教
学
院
諸
聖
徒
礼
拝
堂（
メ
イ
ザ
ー
図
書
館
旧
館
二
階

の
仮
チ
ャ
ペ
ル
）と
蔵
書

聖
書
註
解
書
一
一
冊
。

John Peter Lange, A
 Com

m
entary on the H

oly 
Scriptures: C

ritical, D
octorinal and 

H
om

iletical, C
harles Scribner &

 C
o., N

ew
 

Y
ork, vol. I

−X
I, 1867-1876.

一
三　

仮
チ
ャ
ペ
ル
と
蔵
書

日
本
語
訳
聖
書
・
訓
点
聖
書
五
冊（
左
か
ら
）。

『
新
約
全
書
』
全
三
巻
、
翻
訳
委
員
社
中
、
日
本
横
浜

上
梓
、
一
八
七
七
年
。

『
旧
約
全
書
』
後
編
、
米
国
聖
書
会
社
、
日
本
横
浜
上

梓
、
一
八
八
八
年
。

『
訓
点
旧
約
全
書
』
下
篇
、
米
国
聖
書
会
社
、
日
本
横

浜
印
行
、
一
八
八
三
年
。

一
四　

仮
チ
ャ
ペ
ル
と
蔵
書

ギ
リ
シ
ャ
語
聖
書（
ア
ル
フ
ォ
ー
ド
版
）全
四
巻
。

H
enry A

lford, G
R

E
E

K
 T

E
ST

A
M

E
N

T
, vol. I

−V
I, London, 1863-1866.

第
二
巻
と
第
四
巻
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
自
筆
サ
イ
ン
が

あ
る
。

ギ
リ
シ
ャ
語
聖
書（
ア
ル
フ
ォ
ー
ド
版
）第
一
巻
。

第
一
巻
に
は
、
幕
末
に
長
崎
在
留
英
国
人
の
チ
ャ
プ
レ

ン
と
し
て
奉
仕
し
た
米
国
人
宣
教
師
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

（
一
八
六
○
～
六
六
年
）へ
の
彼
ら
か
ら
の
献
辞（
金
文

字
）が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
五　

仮
チ
ャ
ペ
ル
と
蔵
書

聖
書
註
解
書
一
○
冊
。



− 147 −

Column  パネル展示報告

T
he H

oly B
ible w

ith an E
xplanatory and 

C
ritical C

om
m

entary, by Bishops and other 
clergy of the A

nglican C
hurch, vol. I-X

. 
Charles Scribner &

 Co., N
ew

 Y
ork, 1872-1881.

一
六　

仮
チ
ャ
ペ
ル
と
蔵
書

中
国
語
訳
旧
約
聖
書（
北
京
語
Ｓ
・
Ｉ
・
Ｊ
・
シ
ェ
レ

シ
ェ
フ
ス
キ
ー
訳
）

『
旧
約
全
書
』
京
都
美
華
書
院
、
一
八
七
四
年
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
自
筆
サ
イ
ン
が
あ
る
。
シ
ェ
レ
シ
ェ

フ
ス
キ
ー
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
中
国
・
日
本
伝
道
主
教

時
代
の
北
京
在
住
宣
教
師
。
の
ち
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の

後
任
主
教
と
な
る（
米
国
聖
公
会
第
三
代
中
国
伝
道
主

教
）。
言
語
学
者
と
し
て
活
躍
。
中
国
の
聖
約
翰
大
学

（St. John

’s U
niversity, Shanghai

）の
設
立
者
。

一
七　

仮
チ
ャ
ペ
ル
と
蔵
書

日
本
語
訳
・
ギ
リ
シ
ア
語
訳
聖
書
な
ど
一
○
冊
。

背
景
は
旧
図
書
館
一
階
と
二
階
の
踊
り
場
背
面
に
あ
る

メ
イ
ザ
ー
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
。

『
志
無
也
久
世
無
志
与
』
ネ
ー
ザ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
訳
、

横
浜
、
一
八
八
二
年（
第
三
版
）。

V
etus T

estam
entum

 G
race, 

七
十
人
訳
ギ
リ
シ
ャ

語
旧
約
聖
書
、
一
八
五
五
年
。

『
我
主
イ
エ
ズ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
新
約
聖
書
』
ラ
ゲ
訳
、

公
教
会
、
一
九
一
○
年
。

『
旧
約
聖
書　

詩
篇　

全
』
北
英
国
聖
書
会
社
、

一
八
八
七
年
。

Book of Psalm
s, 

日
英
対
訳
、
ヘ
ボ
ン
訳
、
横
浜
、

一
八
八
八
年
。

『
新
約
全
書　

四
福
音
書　

前
編
』
翻
訳
委
員
社
中
、

日
本
横
浜
印
行
、
一
八
七
八
年
な
ど
。

一
八　

中
国
語
訳
旧
新
約
聖
書

『
新
約
全
書
』
上
海
墨
海
書
館
印
、
一
八
五
五
年
。

旧
約
聖
書
は
表
紙
な
し
。
新
約
聖
書
は
黄
色
の
表
紙
で

は
じ
ま
っ
て
い
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
一
八
五
六
年
六
月
の
上
海
到
着
後
、

来
日
す
る
ま
で
の
三
年
間
、
中
国（
清
国
）の
江
蘇
省
に

伝
道
し
た
。
上
海
租
界
郊
外
へ
の
開
拓
訪
問
・
定
住
伝

道
で
、
彼
は
中
国
語
で
説
教
し
て
い
る
が
、
こ
の
聖
書

も
往
時
に
使
用
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。

一
九　

日
本
語
訳
旧
約
聖
書
『
詩
篇　

全
』
北
英
国
聖
書
会
社
、

一
八
八
七
年

超
教
派
翻
訳
事
業
の
旧
約
聖
書
『
詩
篇
』
後
半
部
分
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は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
邦
訳
し
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
自
筆
サ
イ
ン
が
あ
る
こ
の
書
籍
に

は
、
北
英
国
聖
書
会
社
か
ら
の
以
下
の
手
書
き
の
献
辞

が
記
さ
れ
て
い
る
。

Rt. Rev. Bishop W
illiam

s
W

ith Com
plim

ent of the A
gent

N
ational Bible Society of Scotland.

二
○　

ナ
ッ
プ
著
『
キ
リ
ス
ト
教
神
学
講
義
』
全
二
巻

第
二

版
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
一
八
四
五
年

George Christian K
napp, Lectures on Christian 

T
heology, 2nd A

m
erican edition, Philadelphia, 

1845.

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
神
学
校
時
代（
一
八
五
二
―
一
八
五
五
）の

教
科
書
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
押
印
と
書
き
込
み
が
あ
る
。

同
じ
全
二
巻
本（
第
二
版
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
一
八
五

○
年
）に
も
自
筆
サ
イ
ン
と
書
き
込
み
が
多
数
あ
る
。

書
籍
の
な
か
に
書
き
込
み
用
の
白
紙
ノ
ー
ト
が
綴
じ
ら

れ
て
お
り
、
そ
こ
に
ぎ
っ
し
り
と
彼
自
身
に
よ
る
書
き

込
み
が
さ
れ
て
い
る
。

二
一　

モ
ー
ス
ハ
イ
ム
著
『
教
会
史
』
全
四
巻（
第
四
巻
欠
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
一
八
五
二
年

John Law
rence von M

osheim
, Institutes of 

E
cclesiastical H

istory, A
ncient and M

odern, 
vol. I-IV

, N
ew

 Y
ork, 1852.

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
神
学
校
時
代
の
教
科
書
。
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
の
自
筆
サ
イ
ン
と
書
き
込
み
が
あ
る
。

第
一
巻
、
第
三
巻
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
自
筆
サ
イ
ン
。

第
三
巻
に
書
き
込
み
。

二
二　

メ
ド
ハ
ー
ス
ト
編
著
『
華
英
辞
典
』
全
二
巻　

バ
タ
ヴ
ィ

ア
、
一
八
四
二
、四
三
年

W
alter H

enry M
edhurst, Chinese and E

nglish 
D

ictionary, vol. I, II, Batavia, 1842, 1843.

Ｗ
・
Ｈ
・
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
は
ロ
ン
ド
ン
伝
道
協
会
遣
清

宣
教
師
。
中
国
の
開
国
前
か
ら
マ
ラ
ッ
カ

（
一
八
一
七
）、
ペ
ナ
ン
島（
一
八
一
九
）、
オ
ラ
ン
ダ
植

民
地
ジ
ャ
ヴ
ァ
島
北
西
岸
の
湾
岸
都
市
バ
タ
ヴ
ィ
ア

（
一
八
二
二
：
現
ジ
ャ
カ
ル
タ
）な
ど
に
居
住
し
伝
道
、

中
国
語
を
習
得
し
て
辞
典
を
編
纂
し
た（
日
本
語
も
学

習
し
一
八
三
○
年
『
英
和
・
和
英
字
彙
』
を
作
成
し
て

い
る
）。
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
は
米
国
聖
公
会
最
初
の
中
国

派
遣
宣
教
師
ヘ
ン
リ
ー
・
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
、
フ
ラ
ン
シ

ス
・
ハ
ン
ソ
ン（
一
八
三
五
年
）と
、
そ
の
二
年
後
に

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
ブ
ー
ン（
の
ち
の
米
国
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聖
公
会
初
代
海
外
伝
道
主
教
＝
初
代
中
国
伝
道
主
教
）

ら
を
迎
え
、
彼
ら
と
交
友
し
た
。

書
誌
情
報
に
よ
る
と
、
こ
の
『
華
英
辞
典
』
全
二
巻

（
バ
タ
ヴ
ィ
ア
、
一
八
四
二
、四
三
年
）は
日
本
で
は
他

に
所
蔵
例
が
見
ら
れ
な
い
。

見
開
き
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
拡
大
。

二
三　

メ
ド
ハ
ー
ス
ト
編
著
『
英
華
辞
典
』
全
二
巻　

上
海
、

一
八
四
七
、四
八
年

W
alter H

enry M
edhurst, E

nglish and Chinese 
D

ictionary, vol. I, II, Shanghae, 1847, 1848.

第
一
巻
の
扉
と
第
二
巻
の
見
開
き
。

二
四　

Ｓ
・
Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
編
著
『
英
華
辞
典
』（
広
東
語
）

広
東
、
一
八
五
六
年

Sam
uel W

ells W
illiam

s, T
O

N
IC D

ICT
IO

N
A

R
Y

 
of the Chinese Language in the Canton D

ialect, 
Canton, 1856.

衛
三
畏
廉
士
甫
編
訳
『
美
華
分
韻
撮
要
』
羊
城
中
和
行

梓
行

広
東
語
題
字
と
英
語
題
字
。

Ｓ
・
Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド

遣
清
宣
教
師
。
一
八
三
三
年
広
東
に
入
る
が
、

一
八
三
五
年
に
マ
カ
オ
に
移
住
。
同
派
の
Ｅ
・
Ｃ
・
ブ

リ
ッ
ジ
マ
ン
と
と
も
に
月
刊
定
期
情
報
誌
『
チ
ャ
イ

ニ
ー
ズ
・
リ
ポ
ジ
ト
リ
ー
』
な
ど
を
編
集
刊
行
。

一
八
五
七
年
に
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
離
れ
て
駐
清
米
国
公

使
館
書
記
官
と
な
る
。
中
国
語
と
と
も
に
日
本
語
も
習

得
し
、
ペ
リ
ー
艦
隊
の
通
訳
官
と
し
て
一
八
五
八
年

（
最
初
の
来
日
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
来
航
の
前
年
）

に
は
四
度
目
の
来
日
を
し
た
。

こ
の
広
東
語
・
英
語
の
辞
典
に
は
、
Ｃ
・
Ｍ
・
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
の
書
き
込
み
が
多
数
あ
る
。

二
五　

フ
ラ
ン
ス
語
『
日
本
史
』
全
四
巻（
第
三
巻
欠
）パ
リ
、

一
七
五
四
年

H
istoire du Japon, Paris, 1754

イ
エ
ズ
ス
会
の
日
本
情
報
に
も
と
づ
く
日
本
史
。
第

一
・
第
二
・
第
四
の
各
巻
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
自
筆
サ

イ
ン
が
あ
る
。

二
六　

Ｓ
・
Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
著
『
中
華
帝
国
』
全
二
巻　

第

三
版
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
一
八
五
一
年

Sam
uel W

ells W
illiam

s, M
iddle K

ingdom
, 3rd 

edition, vol. I-II, N
ew

 Y
ork, 1851.

中
国
全
般
に
関
す
る
Ｓ
・
Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
代
表
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作
、
第
一
版
は
一
八
四
八
年
。

Ｃ
・
Ｍ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
自
筆
サ
イ
ン
が
あ
る
。

ペ
リ
ー
来
日
前
の
日
本
を
含
む
詳
細
で
正
確
な
世
界
地

図
が
折
込
ま
れ
て
い
る
。
Ｃ
・
Ｍ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
も

東
洋
渡
航
前
に
こ
れ
に
目
を
通
し
た
と
思
わ
れ
る
。

二
七　

ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
著
『
詩
集
』
全
二
巻　

ボ
ス
ト
ン
、

1858

年

H
enry W

adsw
orth Longfellow

, Poem
s, vol. I, 

II, Boston, 1858.

友
人
か
ら
の
手
書
き
献
辞（
一
八
五
九
年
）が
記
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
詩
人
で
哲
学
者
のH

・W

・
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
の

子
息
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ア
ッ
プ
ル
ト
ン
・
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー

（Charles A
ppleton Longfellow

）が
、
一
八
七
四

（
明
治
七
）年
当
時
、
東
京
開
市
場（
外
国
人
居
留
地
と

雑
居
地
）内
で
住
ん
で
い
た
家
を
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が

借
り
て
、
同
年
二
月
三
日
に
立
教
学
校
の
前
身
と
な
る

私
塾
を
開
設
し
た
。

二
八　

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
移
管
資
料
室（
仮
）

仮
保
管
室
。
資
料
整
理
・
目
録
作
成
な
ど
の
作
業
現
場
。

入
口
左
か
ら
正
面
奥
を
撮
影
。

1.　日本語学習帳（展示パネル一覧　一）
漢字切り貼り帳全14冊。左から、漢字楷書・フリガナ、漢字・ふりがな、用法・例文・語義の順で貼り付けられている。
来日した幕末1859（安政6）年から1866（慶應2）年までの長崎在住時代のおそらく初期に作成。
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2.　雑記ノート（展示パネル一覧　五）
聖句、幕末・長崎時代の日記（1861.3.15～11.2）、「須弥山（しゅみせん）」毛筆図、仏教研究、本居宣長（神道研究）、修
験道史、松平春獄の見解などが記された日本研究ノート。
この写真は古代インド・仏教の宇宙観である「須弥山」の毛筆図。

3.　日本語学習ノート（展示パネル一覧　六）
「勉強家の友」（“Benkyo ka no tomo”）というテキストによる日本語学習帳。手書きの英文、ローマ字つづり。
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4.　立教大学校時代の出席簿（展示パネル一覧　九）
立教大学校時代のウィリアムズの聖書と英会話の出席簿（1884～1887年）。
この写真は1885（明治18）年のウィリアムズの聖書の授業出席簿。

5.　会計簿（展示パネル一覧　一〇）
1873～1885年の江戸ステーションの会計簿。
立教創立年月（1874年2月）の家賃が記されている。2月3日に発足させた私塾の家賃は、2月10日付の欄に8.25
円（8.09ドル）とあるが、1874年3月～12月までは1ヶ月50ドルと記されている。
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6.　遺言書（展示パネル一覧　一一）
ウィリアムズが50歳になった直後の1879（明治12）年7月31日に作成された遺言書。

（1）封筒と1枚目。ウィリアムズの在米資産は、独身で早逝した次兄ジョン・グリーン以外のウィリアムズの四兄弟
姉（長兄ウィリアム、弟ロバート、次姉アリス、長姉メアリー）のこどもたちの間で四等分するものと記されている。

（2）2枚目。ウィリアムズの在日不動産と全資金は、教会、男子校（立教）、神学校の建築、伝道師や神学生の教育のため
に日本ミッションが使用する条件で、米国聖公会内外伝道協会に譲与すること、彼の蔵書群は日本ミッションの図書
館に与えることなどが指示されている。

（3）3枚目。ウィリアムズの伝記は書かず、書簡、説教、メモ類は全て焼却すること、葬式は講話なしで非常に簡潔なも
のとすることを望んでいる。遺言書作成の証人はSPG宣教師W・B・ライトと米国聖公会宣教師J・H・クインビーの
2人。遺言執行人は弟ロバート・F・ウィリアムズ、米国聖公会宣教師A・R・モリス、クインビーの3人。その後1884（明
治17）年10月13日に遺言追加条項を設け、1882（明治15）年に逝去したクインビーに替えてJ・タムソン・コール
を執行人にしている。

（1）

（2） （3）
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7.　モースハイム著『教会史』全4巻（第4巻欠）ニューヨーク、1852年（展示パネル一覧　二一）
          John L awrence von Mosheim, Institutes of Ecclesiastical History, Ancient and Modern, vol. I-IV, New York, 1852.
ヴァージニア神学校時代の教科書。ウィリアムズの自筆サインと書き込みがある。

8.　メドハースト編著『華英辞典』全2巻　バタヴィア、1842, 43年（展示パネル一覧　二二）
          Walter Henry Medhurst, Chinese and English Dictionary, vol. I, II, Batavia, 1842, 1843.
W・H・メドハーストはロンドン伝道協会遣清宣教師。中国の開国前からマラッカ（1817）、ペナン島（1819）、オラン
ダ植民地ジャヴァ島北西岸の湾岸都市バタヴィア（1822：現ジャカルタ）などに居住し伝道、中国語を習得して辞典
を編纂した（日本語も学習し1830年『英和・和英字彙』を作成している）。バタヴィアでは米国聖公会最初の中国派遣
宣教師ヘンリー・ロックウッド、フランシス・ハンソン（1835年）と、その2年後にウィリアム・ジョーンズ・ブーン（の
ちの米国聖公会初代海外伝道主教＝初代中国伝道主教）らを迎え、彼らと交友した。
書誌情報によると、この『華英辞典』全2巻（バタヴィア、1842, 43年）は日本では他に所蔵例が見られない。
この写真は見開き、インデックスを拡大したもの。


